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13･コカクモンハマ牛における交尾活性の人為的制御と性 フェロモンの生物的定量法 玉木

旺男 ･野口 浩 ･場的 郎 (瓜林省忠菜技術研死所)44.5.6受理

コカクモンハマキ AdoxoJIhyesoranaFJSCHERYONResLERSTAMhtの交尾には一定の暗瓜期間

を経過することが必要である.幼虫期を16時間倒明下に, 蛸瑚以後を全照明下におかれた個肘 ま,

羽化後3日目に昭幻期開始後7-8時間で最大の交尾活性を示す.また,暗黙期に続 く明期は交尾

活動に対する刺激となり,これを促進する.

性フェロモン抽出物に対する堆成虫の反応も全照明下羽化後3日目に晴見期7時間を経過させる

ことによって叔大となる.

これらの71収 にもとづいて性フェt'モンの生物定出払 を設定した.本法にJ:lってフェロモン量

1)く1016F･E･(雌弐虫)から1×10~ZF･E･までの定見が可他である. さらに眺試堆成虫の全照明下

における羽化後日数と培爪馴 古間Jを調節することにより.性フェロモンに対す る感度を任意に制御
することができる.

コカクモンハマキ雄成虫は確の生産する性フェロモ

ンによってその交尾行動が解発される(玉水ら,1969).

この性フェロモンの分離同定をはじめとして雌個体に

おける性フェロモン生産の動的川面を追跡するにあた

ってはこれの定員的生物試験法の碓立がきわめて式要
な開成である.一般に性フェロモンの生物試験は,個

体がフェロモンを感知して異性に向って移動を開始し

てから交尾を完了するまでの一巡の交Li行動のうちの

ある特定の田老な行動を利用して行なわれる.多くの

昆虫は一日のうちのあろ特定の時間矧 このみ交Liが行

なわれる.すなわち交 尾行動にいわゆる circadian

rhythmが見られる昆虫が多い.このような昆虫では

その性フェロモンの生物試験にも交Fi行動の circa-

dianrhythm を考慮する必要がある.夜行性昆虫で

は一般にその交Fa行動は夜間に行なわれるが,この時

間fifをそのまま利用する生物試験法(Shoreyら,1964;

George,1965;Zayedら.1963)は多大の労力を要す

る.そこで人工,P.Qnj]を用いて交尾活性の1.1:SL､時間帽を

眉間にもってくる方法 (Sekul& Cox,1967)や.成

虫を数日間全州明下において circadianrhythm を

破壊した条件下で行なう方法 (merger.1966;Butt

&Hathaway,1966;Roelofs&Feng.1967)がと

られている.

Russ(1966)はテンゲハマキを羽化後放rlI.''lLAF.(tnJJ

下におき,その後一定の暗三郎古間を経過させることに

よって交尾活性が高まることを見山した.木棚では

Russ(1966)の方法を応用したコカクモンハマキの交

尾活性の人為的制御とこれにもとづいたrtji:丘的生物試

験法について述べる.

材 料 と 方 法

供試昆虫は Tamaki(1966)のJJ'法によって25.PC,

16時r'Tq,W.(t明下で三村℃飼lfしたものである.鮒 ヒ桐肘 ま

雌雌に分け15×37×20cmのプラスチック魁羽化節に

収容し,20oC企JT.(tF川下にILYIL､た.

交尾行動の槻矧 ま米交Fiの制 作各1頭を径9cmのシ

ャーレに入れて行ない.雌の callingと雄の dance

(玉木ら.1969)および交矧 こついて.r妃以した.tlt試数

は以低20対である.

u=.フェロモンの仙ZL=ま洲 ヒ後 1-2日日の末交Fiの

雌をメチレンクロライドに浸il'lL,5oCに約3週間放

田したのち吸引TrT一過した.bpT.紋はロータ.)-エバポレ

ーターを用いて30oC以下で洗縮し,1mL当り20頭の

雌に相当する抽出紋を調製した.抽出液は約5FLlを折

紙小片につけ,搭妹を揮発させたのち,末交尾の雄10

頭を収容した200mJの三角フラスコ中に投入した.

性フェロモンに対して雄は反応し典型的な danceを

行なう (玉木ら,1969)のでその数を記録した.反髭

は放伐4回とし計40頭の椎を供試した.

括 異 と 考 察

コカクモンハマキを羽化後全照明下においた場合の

羽化後日放と交尾率との関係は第 1図に示すとおりと

なった･この.試験は雌雄ともに7時間の暗黒期を経過

させたのちにlE5JRET.(tnJjして交尾率を調査したものであ

る.

図からわかるとおり, この条件下では羽化後3日目

のものが庇 も拭い交Fi乳 83.0,%を示す.この値は白.
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Fig.1.Percentofmatingofthesmallertea
tortrixmothswhichhadbeenkeptincon-
tinuouslightafteremergence.Observations
onmatingafter7bours･darkperiod.

然光下における最大交尾率をE:干上まわっている (玉

木 ら,1969).また 自然光下においては羽化 1日目か

ら高率で交尾が行なわれるが,全瓜明後一定暗盟期の

経過という条件では羽化 1日目の交尾率はきわめて低

く,これが3日目にかけて急激に上界するのが特徴で

ある.この交尾率が最高値を示すに要する全村明下の

日数は,交尾行動の circadianrhythm が全田明条

件によって破壊されるに必要な日数であろうと心われ

るが,この点に関してはさらに詳細な調査が必要であ

る.

全幻明下におかれた羽化後 3日目の確雄をいろいろ

な長さの砥血糊を経過させたのち再附明し,その交尾

行動を観察した.その結果を第 2図に示す.昭裂期2

時悦ではまったく交尾行動をとらなかったが,暗黒期

108

の長さが艮･くなるにしたがって再府明時 の雌の cal･

ling,雄の dance,および雌雄の交尾が多く見られる

ようになった.そして暗無期7時間では交尾率が91%

に達した.この91%の内訳は暗黒期内に交尾していた

ものが14%で,再府明後に交尾したものが77,%である.

暗盛期8時間では 100,%が交尾したが,その内訳は砥

盟期内に交尾していたものが90,%に達し.残りの10%

が再,q明後に交起した.すなわちコカクモンハマキの

交尾活動には一定の暗無期が必要であり,昭烈状態が

継続する場合は暗袋期開始後一定時間で暗虫状頂下で

も正常な交尾が行なわれる.さらに一定暗虫網後の再

照明は交尾に対する刺政として働き,交尾行動は促進

され,かつ知時間内に災申して行なわれる.ここで用

いた試験条件下では交尾が暗黒期開始後 7-8時間に

行なわれることが明らかであるが,この暗顛糊I1.3]は幼

虫飼育時の日長によって変化することが予想される.

以上の結架は16時間,q明下で飼育したコカクモンハ

マキを焔朋以後全好t明下においた場合,羽化後3日日

の成虫を7-8時間略史下においたのちiW.(l肌すれば

交尾活性を虫大の状態にすることができることをホし

ている.同時に羽化後の経過日数または晴見1.脱の良さ

を調節することにより任志の交尾活性をもった個体を

得ることができることを示している.

性フェロモン抽出物に対する雄成虫の反応を朋出し

た結果を節3図と節4図に示す.全府明下に-3i:の相

聞おいた碓成虫の,1×1011F.E.(噸当虫)の性フェ

ロモン抽出物に対する反応は羽化後の日数とともに増

大し,羽化後3日目で投大の反応率を柑T:(那3図).

また全if.(t明下においた羽化後 3日目の雄成山を用いて

昭治期の良きをいろいろ変えて調査したところ.伯山

期の良さが7時間で投大の反応率を村T=(第 4図).す

なわち前述の交尾率における結果と同様に,性フェロ

モンに対する雄の反応も,全解明下羽化後3日日の胴

体を7時聞暗以下に躍ったのちに再附明を行なった場

合が最大である.

以上の結米を総合して性フェロモンの生物起出法を

設定した.その拙作は次のとおりである.

コカクモンハマキ雄蛸 (幼虫期 は25oC,16時間!T.(I

明)を20oC,全鮮明の恒iEi室内におく.成虫は羽化後

3日目に10iliiずつ200mLの三角フラスコに入れ綿栓

をしたのち,8-10本ずつプ.)キ製の箱に入れて暗窮

状憶に7時間おく.フラスコを箱からとり出してrtllJR

幻P)j下におく.性フェロモンのメチレンクロライド抽

出紋5fLEを折紙小片に附宕させ,折紙を数回振って浴

媒を抑発させたのち前述のフラスコ内に投入する.班

フェロモンがある場合雄は典型的な交尾ダンスを開始

するのでその数を記録する.ただしこのダンスは一般

に聞けつ的であり,ダンスを行なった個体数の正確な
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Fig.2.1mfluenceofdarkperiodonthematingbehaviorofthesmaller
teatortrixmothswhichhadbeenkeptundercontinuouslightfor3days
from theemergence.

A,Callingpositionoffemales
B,Matingdanceofmales
C,Mating
D,Pairsmatedinthedarkperiod
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Fig.3.Responseofmalemothstosexpheromone
extract.Themaleswereheldincontinuouslight
for1to4daysfrom theemergence,andthen
placedinthedarkfor7hours.
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Fig.4.Responseofmalemothstosexpheromone
extract.Maleswereheldincontinuouslightfor
3daysfrom theemergence,andthenplacedin
thedarkfor5to8110urS.
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Fig.5.Concentration･responsecurveofsex
pheromoneextract.

記録は凶雄であるので,計数にあたっては同時にダン

スを行なっている個休数の放甜血を記録する方法をと

った.くり返しは1淡皮4回として1濃度につき合計

40iLiiの椛を班用し,一皮班用した雄は廃桑する.

この方法によってlmtが20頭の確に相当する性フ

ェロモン抽出紋をメチレンクロライドを用いた10倍稀

釈の諾'1度段階で検定した場合の此度反応率曲線を節5

図にホLT:. この方法によると1×10~6F.E.の性フ

ェロモンに対して5%の反応が見られる. また1×

10~8F.E.から1×10ー2F.E.までは直線性を示し,そ

の固相式は Y-13.30X+84.40であった.したがっ

てこの式を用いて性フェロモン浴紋の相対氾度の比校

が可他である.

さらに眺試雄成虫の羽化後の日数または暗盛期の長

さを.U.Tamすることにより雄成虫の性フェロモンに対す

るI･BIRを変えることができる.性フェロモンの抽出分

離の過程では,きわめて砧温度のフェロモンを取り扱

うため,これの生物試験に正常の交尾活性を示す雄を

用いることにはしばしば不都合を感ずる.この場合,

性フェロモンに対する感度をある程度下げた雄成虫を

用いる必要がある.本報に述べた方法による雄成虫の

交尾活性の制御法はこの条件を十分満足させることが

できる.

110

引 用 文 献

Berger,R.S.:Ann.Ent.Soc.Amer.59,767-771

(1966).

Butt,B･A･& D.0.Hathaway.'J.Econ.Ent.59,
476-477(1966).

George,J･A･:Canad･Ent･?7,1002-1007(1965).

Roelofs,W.L.皮 K.C.Feng:Ann.Ent.Sos.Amer.

60,1199-1203(1967).

Russ,K.:Pflanzenschuiberichte34,161-190(1966).

Sekul,A.A.& H.Cox:Ann.Ent.Soc.Amcr.60,

691-693(1967).

Shorey,H.H.,L.K.Gaston&T.R.Fukuto:I.Econ.

Ent.57,252-254(1964).

Tamaki,Y.:A♪bt.Ent.ZooL.1,120-124(1966).

玉木隠田 ･野口 浩 ･泌嶋 馳 :防虫科学 34,

97-102(1969).

Zayed,S.M.A.D.,T.M.Hussein& I.M.I.Fakhr

Z.NaLurforschg.18b,265(1963).

Summary

Matingactivitiesofmalesandfemalesofthe

smallerteatortriX,Adoxo♪hyesoranaFischer

vonR6slerstamm,canbecontrolledartificially

bythelightconditionsinpupalandadultstages.

Maximum matingactivitywasshownbyapalr

ofadultmothswhichhadbeenkeptundercon･

tinuouslightuntilthe3rddayafteremergence

andthenplacedin thedarkfor7to8hours.

Responseofmalestothesexpheromoneextract

wasalsofoundtobeamaximum whenthe3-

day-Oldmaleskeptincontinuouslightwereheld

underthedarkfor7hours.

Thesexpheromoneofthesmallerteatortrix

wasbioassayedbycountingthenumberofmales

thatexhibitedmatingdanceafterexposureto

methylene chloride extract of female whole

bodies. Thisprocedurecan beusedtodetect

an amountofthe sex pheromone aslow as

lxlO~Ofemaleequivalent.Theresponseofmales

to sex pheromoneextract can becontrolled

artificiallybychangingageofthemalemoths

undercontinuouslightanddurationofthedark

period.


